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川奈の秋まつりが10月16日㈭に行われました。若衆の神輿担ぎ、子どものシャギリ、力自慢をする万灯の振り回しが披
露され、まち中に威勢の良い掛け声や太鼓の音が響きわたる、にぎやかな秋の一日になりました。 
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・市の財政状況

・人事行政のあらまし

・ふるさと伊東応援寄附金

今月号の主な内容

特集　　19年度決算



　
19
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
予
算
額
２
２

６
億
８
０
１
４
万
円
に
対
し
、
歳
入
決
算
額

２
２
４
億
４
１
５
１
万
円
、
歳
出
決
算
額
２

２
１
億
９
０
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
と
歳
出
の
差
引
額
は
、
２
億
５
１
１
１
万

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

３
２
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

２
億
４
７
８
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

　
　
５
２
５
０
万
円
︵
０
・
２
％
︶
減
少

　
国
と
地
方
財
政
の
三
位
一
体
の
改
革
に
伴

う
税
源
移
譲
に
よ
り
、

市
税
が
６
億
８
９
６

１
万
円
︵
５
・
８

％
︶
、
県
支
出
金
が

２
億
１
５
３
１
万
円

︵
20
・
７
％
︶
増
加

し
ま
し
た
。
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
た

こ
と
に
よ
り
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
使

用
料
及
び
手
数
料
、

寄
附
金
な
ど
が
増
加

し
ま
し
た
。

　
一
方
、
所
得
譲
与

税
の
廃
止
に
よ
り
、

地
方
譲
与
税
が
４
億

８
６
７
２
万
円
︵
69

・
５
％
︶
、
減
税
補

て
ん
特
例
交
付
金
の

廃
止
に
よ
り
、
地
方

特
例
交
付
金
が
１
億

４
７
６
３
万
円
︵
72
・
７
％
︶
減
少
し
ま
し

た
。
地
方
交
付
税
は
２
億
３
８
９
２
万
円

︵
14
・
２
％
︶
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
構
成
は
、
自
主
財
源
63
・
５
％
、
依

存
財
源
36
・
５
％
と
な
り
、
自
主
財
源
は
前

年
度
を
３
・
１
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

　
　
１
億
１
６
１
３
万
円
︵
０
・
５
％
︶
減
少

　
財
政
調
整
基
金
積
立
金
や
退
職
手
当
が
増

加
し
た
総
務
費
が
２
億
７
１
８
１
万
円

︵
９
・
１
％
︶
、
門
脇
駐
車
場
拡
張
工
事
な
ど

観
光
施
設
整
備
事
業
費
が
増
加
し
た
観
光
商

工
費
が
１
億
２
３
８
８
万
円
︵
17
・
９
％
︶
、

16
年
度
に
借
り
入
れ
た
財
政
健
全
化
債
の
返

済
が
始
ま
っ
た
公
債
費
が
７
９
３
４
万
円

︵
３
・
２
％
︶
、
台
風
９
号
に
よ
る
災
害
復

旧
費
が
３
０
０
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
宇
佐
美
中
央
通
線
改
良
事
業
が
完

了
し
、
泉
・
城
星
線
道
路
改
良
事
業
費
な
ど

が
減
額
と
な
っ
た
土
木
費
が
２
億
９
８
８
７

万
円
︵
11
・
４
％
︶
、
霊
園
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
が
減
少
し
た
衛
生
費
が
１
億
２

７
８
０
万
円
︵
４
・
５
％
︶
、
水
道
事
業
会

計
へ
の
出
資
金
が
減
少
し
た
諸
支
出
金
が
５

８
７
１
万
円
︵
57
・
３
％
︶
減
少
し
ま
し
た
。

◇
19
年
度
の
主
な
事
業

　
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
、
元
気
の
あ

る
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
、
城
ヶ
崎
門
脇
駐

車
場
拡
張
、
汐
吹
公
園
整
備
、
三
の
原
線
交

差
点
改
良
、
木
下
杢
太
郎
記
念
館
生
家
改
修
、

門
野
中
学
校
下
水
道
接
続

決算
歳入 224億4,151万円 
歳出 221億9,040万円 

 

19年度 

　　費　目
民生費
総務費
衛生費
公債費
土木費
教育費
消防費
観光商工費
その他
合計

金　額　
20万9,731円
9万5,738円
7万9,734円
7万6,058円
6万8,317円
4万9,832円
3万2,633円
2万3,975円
1万4,860円
65万878円

　　税　目
固定資産税
市民税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税
特別土地保有税
合計

金　額　
18万3,776円
11万6,381円
3万8,951円
1万7,255円
3,390円
40円

35万9,793円

20年３月31日現在の世帯数3万

4,093世帯で計算しました。

地方交付税　市区町村の財政状

況に応じて、国から交付され

るお金

市債　公共施設の建設や整備な

どをするため、国などから借

り入れるお金

公債費　借入金を返済するため

のお金

自主財源　市税など、独自に確

保するお金

依存財源　国・県からの交付金

や借入金など、ほかから得る

お金

繰越明許　未執行の予算を翌年

度に繰り越して使うこと

繰上充用　翌年度の予算の収入

を繰り上げて使うこと

※市民税には法人市民税を含み、入湯
　税は含みません。

19年度決算 
1世帯当たりの金額は？ ●用語の解説 

 
！

歳入 

歳出 

〈歳入（市税）〉

〈歳出〉

決算
歳入 224億4,151万円 
歳出 221億9,040万円 

 

19年度 
特集 

決算
歳入 224億4,151万円 
歳出 221億9,040万円 

 

19年度 

t財政課　☎32-1251
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決算
歳入 224億4,151万円 
歳出 221億9,040万円 

 

19年度 

　　 会計名

下水道事業

競輪事業

国民健康保険事業

交通災害共済事業

土地取得

老人保健

霊園事業

介護保険事業

介護老人保健施設

合　　計

収入済額　

支出済額　

23億7,313万円

23億5,903万円

147億2,448万円

153億2,264万円

106億9,077万円

100億8,822万円

404万円

404万円

1億3,466万円

1億3,462万円

67億7,210万円

67億9,338万円

1億4,518万円

1億4,510万円

48億8,327万円

48億6,746万円

3,936万円

3,922万円

397億6,699万円

397億5,371万円

【特別会計】 

※下水道事業特別会計には、前年度からの繰
越明許費4,100万円を含みます。
　競輪事業特別会計と老人保健特別会計は、
繰上充用をしました。

※このバランスシートは、普通会計（一般会計、土地取得特別会計、霊園事業特別会計の合算）を
対象としています。

自

主
財
源
　
63
・
5％

依
存

財
源
　
36
・
5
％

市税
126億5,910万円
56.4％

歳入
224億
4,151万円

使用料及び手数料
8億2,516万円　3.7％

諸収入ほか
7億7,311万円　3.4％

国庫支出金
22億8,666万円　10.2％

県支出金
12億5,530万円　5.6％

地方交付税
14億4,004万円　6.4％

市債
18億7,774万円　8.4％

地方消費税交付金
7億2,657万円　3.2％

土木費
23億2,914万円　10.5％

教育費
16億9,893万円　7.7％

観光商工費
8億1,738万円　3.7％

消防費
11億1,255万円　5.0％

歳出
221億
9,040万円

民生費
71億5,035万円
32.2％

総務費
32億6,399万円
14.7％

衛生費
27億1,839万円　12.3％

公債費
25億9,304万円　11.7％

農林水産業費ほか
5億663万円　2.2％

一
般
会
計
決
算
の

内
訳

バランスシート

〔資産の部〕

１　公共資産

　⑴有形固定資産

　⑵売却可能資産

２　投資等

　⑴投資及び出資金

　⑵貸付金

　⑶基金等

　⑷長期延滞債権

　⑸回収不能見込額

３　流動資産

　⑴現金・預金

　⑵未収金



資　産　合　計

〔負債の部〕

１　固定負債

　⑴地方債

　⑵長期未払金

　⑶退職手当引当金

２　流動負債

　⑴翌年度償還予定地方債

　⑵未払金

　⑶翌年度支払予定退職手当

　⑷賞与引当金

負　債　合　計

〔純資産の部〕

１　公共資産等整備国県補助金等

２　公共資産等整備一般財源等

３　その他一般財源等

４　資産評価差額

純資産合計

負債・純資産合計

959億5,513万円

958億6,851万円

8,662万円

72億3,073万円

35億2,537万円

5億6,190万円

17億1,698万円

26億3,692万円

△12億1,044万円



5億8,097万円

4億9,957万円

8,140万円

1,037億6,683万円

300億8,397万円

234億246万円

9億5,868万円

57億2,283万円

39億6,943万円

21億9,589万円

8億3,262万円

5億4,000万円

4億92万円

340億5,340万円

　

111億7,229万円

770億5,416万円

△185億9,964万円

8,662万円

697億1,343万円

1,037億6,683万円

貸　　方借　　方

企業の一定時点の経営状況を明ら
かにするため、資産・負債・資本
を一つの表に記載した報告書です。 

（20年3月31日現在） 

将来に残る財
産の金額

道路・学校な
どの施設、市
役所などの建
物や土地

今後市民が負
担する金額

市債のうち
翌々年度以降
に返済される
金額

市債のうち翌
年度に返済さ
れる金額

市民から納め
られた税金や
国・県からの
補助金を財源
として取得し
たものの金額。
民間企業の
「資本」に該
当

水道事業会計
への出資金な
ど

現金や、おお
むね１年以内
に現金にでき
る資産

決算
歳入 224億4,151万円 
歳出 221億9,040万円 

 

19年度 

地方特例交付金ほか
5億9,783万円　2.7％

3 2008.12



水道事業会計 

病院事業会計 

　
水
道
使
用
量
・
料
金
が
減
少
す
る

中
、
施
設
整
備
を
進
め
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す

　
水
道
事
業
は
、
水
道
の
使
用
料
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
独
立
採
算
で

経
営
を
し
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
収

入
は
、
景
気
の
低
迷
や
節
水
機
器
の

普
及
、
市
民
の
節
水
意
識
の
向
上
な

ど
に
よ
る
水
需
要
の
低
下
に
伴
い
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
19
年
度
の

水
道
料
金
収
入
は
、
前
年
度
比
３
８

８
万
円
︵
０
・
２
％
︶
減
の
17
億
７

　
全
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

み
、
医
療
の
質
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す

　
市
民
病
院
の
19
年
度
の
患
者
数
は
、

入
院
は
延
べ
６
万
１
１
２
４
人
で
１

日
当
た
り
１
６
７
人
、
外
来
は
延
べ

13
万
２
１
９
２
人
で
１
日
当
た
り
４

５
０
人
で
し
た
。
患
者
１
人
１
日
当

た
り
の
平
均
収
入
は
、
入
院
は
３
万

６
３
３
８
円
、
外
来
は
６
８
５
３
円

と
な
り
、
前
年
度
の
平
均
収
入
を
上

回
り
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
て
、

入
院
収
益
は
５
７
１
０
万
円
︵
２
・

６
％
︶
、
外
来
収
益
は
４
４
０
４
万

円
︵
５
・
１
％
︶
、
そ
の
他
医
業
収

お水おい
しいよ 

元気なの
が一番！

 

市
民
の
皆
さ
ん
に 

信
頼
さ
れ
る
病
院
に 

た
だ
い
ま
ァ
ー 

　
　
蛇
口
ひ
ね
っ
て 

　
　
　
　
　
　
水
ゴ
ク
リ 

　
　
　
　
（
本
年
度
の
水
道
週
間
標
語
） 

伊東のきれいなお水でしっかり手洗い・うがいをして 
風邪をひかないようにしよう 

行政人口（人）

給水人口（人）

普及率（％）

年間有収水量（万㎥）

有収率（％）

供給単価（円／㎥）

給水原価（円／㎥）

水道料金決算額（万円）

水道事業の推移と概況

75,081

69,133

92.1

1,123

79.9

155.3

134.4

183,133

17年度 18年度 19年度

74,900

68,830

91.9

1,092

79.9

155.2

132.4

177,899

74,509

67,937

91.2

1,089

79.9

155.3

141.4

177,511

診療科目数（科）

一般病床数（床）

病床利用率（％）

入院患者数（延べ・人）

外来患者数（延べ・人）

救急患者数（延べ・人）

入院収入額（万円）

外来収入額（万円）

病院事業の推移と概況

11

250

76.1

62,191

151,139

6,263

206,531

86,150

17年度 18年度 19年度

11

250

73.4

60,008

138,605

6,269

216,404

86,186

11

250

74.8

61,124

132,192

6,556

222,114

90,590

t地域医療課　☎32-1631

t水道業務課　☎32-1831
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５
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
水
道
料
金
や
長
期
の
借
入
金

を
財
源
と
し
て
、
水
道
施
設
の
拡

張
・
改
良
工
事
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
19
年
度
は
、
市
南
部
地
域

に
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の
ポ
ン

プ
場
建
設
工
事
、
漏
水
を
防
止
す
る

た
め
の
老
朽
管
の
更
新
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
道
路
や
下
水
道
の
工

事
と
連
携
し
、
配
水
管
な
ど
の
改
良

工
事
、
機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
効
率
的
な
財
政
運
営

を
し
て
、
よ
り
一
層
の
健
全
経
営
に

力
を
注
ぎ
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
努
め

て
い
き
ま
す
。

益
は
５
１
４
万
円
︵
３
・
４
％
︶
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
医
業
収

益
は
１
億
６
２
８
万
円
︵
３
・
３

％
︶
増
加
し
、
32
億
８
１
８
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
運
営
の
面
で
は
、
患
者
紹
介

率
と
入
院
患
者
数
が
前
年
度
を
上
回

り
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
病
院

と
し
て
、
市
内
の
診
療
所
と
の
連
携

を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の

多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
新
病
院
建
設
諮
問
会
議
を

設
置
し
、
新
病
院
建
設
の
検
討
を
進

め
る
な
ど
、
建
設
に
向
け
た
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
施
設
整
備
の
面

で
は
、
施
設
の
改
修
と
Ｃ
Ｔ
な
ど
高

度
医
療
機
器
の
更
新
を
計
画
的
に
進

め
、
利
便
性
と
医
療
の
質
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
医
療
機
能
の
整
備

や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
な
ど
に
よ

り
、
さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

減価償却費
5億4,236万円
34％

借入金の利息
2億3,380万円　15％

料金の収納や
運営のための費用
2億8,162万円　17％

その他
8,398万円　5％

その他
9,802万円　6％

水道料金
17億
7,511万円
95％

施設の修繕や電気料など
水を送るための費用
4億5,051万円
28％収入

18億
5,909万円

支出
16億
631万円

収益的収支
皆さんの家庭へ水をお届け
する営業活動によって生ず
る収入と支出

収入
3億

7,774万円

支出
10億

8,501万円

資本的収支

水道施設の建設や改良工事
に関する収入と支出

配水池や配水管
　などの建設工事に
　　　　要した経費

借入金の元金返済
3億9,929万円
37％

負担金・その他
4,774万円
13％

一般会計から
の出資金
4,000万円　10％

　国などからの
　借入金
2億
9,000万円
77％

6億
8,572万円
63％

収益的収支資本的収支

職員給与費
3,556万円　1％

減価償却費など
2億1,816万円
6％

修繕費など
1,025万円

その他経費など
935万円

支払利息
1,012万円

他会計出資金
5,060万円
26％

企業債償還金
8,825万円
38％

企業債
1億4,490万円
74％

固定資産購入費
1億3,675万円
59％

病院指定管理料など
33億322万円
92％

医業収益
32億8,183万円
92％

医業外収益
2億7,396万円
8％

施設改良費
836万円
3％ 特別利益

2万円

※収入が支出に対して不
足する7億727万円は、
減価償却費などの内部留
保資金などで補いました。

※収入が支出に対して不
足する3,786万円は、減
価償却費などの内部留保
資金などで補いました。

この特集には、宇佐美保育園の子ども 
たちに出てもらいました 

収入
35億

5,581万円

支出
35億

8,666万円

病院施設の整備や医療機器
の購入に関する収入と支出

収入
1億

9,550万円

支出
2億

3,336万円

病院の管理運営に関する収
入と支出

有収水量　水道料金の対象となった水量

供給単価　水１㎥当たりの平均給水単価

給水原価　水１㎥当たりの費用（製造コ

スト）

減価償却費　長年使う機器などの資産価

値が減る分を費用として計上するもの

で、実際のお金の支出はない費用

●用語の解説 
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市
の
市
の

　
状
況
状
況 

　
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
よ
う
、

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
東
市
は
、
毎
年
６
月
と
12

月
に
広
報
い
と
う
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
20
年
度
上

半
期
︵
４
月
〜
９
月
︶
の
予
算
の
執
行
状
況
と
財
政
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

t

財
政
課
　
d

（32）
１
２
５
１

財 

政 
市
の

　
状
況 

財 

政 
市 　 税

国庫支出金

市 　 債

県 支 出 金

地方交付税

地方消費税交付金

使用料及び手数料

そ の 他

126億648万円

22億3,415万円

15億2,325万円

13億1,582万円

12億円

7億5,000万円

7億4,846万円

13億6,517万円

款　　　　別

予 算 額
執行済額　執行率

81億8,340万円

10億3,129万円

6,805万円

1億6,245万円

9億6,655万円

4億1,224万円

3億4,988万円

7億4,503万円

64.9％

46.2％

4.5％

12.3％

80.5％

55.0％

46.7％

54.6％

・固定資産税　44億421万円
・市　民　税　23億5,253万円
・都市計画税　9億1,626万円
・そ　の　他　5億1,040万円

28億3,956万円

13億7,752万円

9億1,048万円

12億8,734万円

3億6,146万円

7億9,945万円

5億519万円

3億7,751万円

2億4,111万円

42.3％

44.5％

33.3％

48.8％

14.5％

46.1％

44.7％

55.3％

45.2％

予 算 額　217億4,333万円
収入済額　119億1,889万円
収 入 率　　　　　 54.8%

収入（一般会計）

予 算 額　217億4,333万円
支出済額　86億9,962万円
執 行 率　　　　　 40.0%

支出（一般会計）

20年度上半期の

執行状況

市税収入済額の内訳 

市の財産 
■土地
　811万9,494.31㎡（約8.12㎢）
■建物
　30万2,136.24㎡

■積 立 金
　28億2,978万円
■貸付金など
　12億2,639万円

20年９月30日現在

民 生 費

衛 生 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

教 育 費

消 防 費

観光商工費

そ の 他

67億1,122万円

30億9,291万円

27億3,151万円

26億3,952万円

24億8,774万円

17億3,445万円

11億3,010万円

6億8,241万円

5億3,347万円

広報いとう 6



市
の

　
状
況 

財 

政 

　　収　入

予算額

　18億144万円

収入額

　9億428万円

（資本的収入・支出）

　　収　入

予算額

　3億7,500万円

収入額

　　1,220万円

フジサンケイ 
レディスクラシック 
（4/25～27） 

水道事業会計

市が借りているお金（市債）の内訳

特 別 会 計

水道事業会計・病院事業会計で、支出額が収
入額を超える額は、内部留保資金等で補われ
ています。 ※支出済額が収入済額を超える額は、他会計の

　お金で立て替えています。
　交通災害共済事業特別会計は、19年度で廃止
　となりました。

（収益的収入・支出）

総額462億322万円（１人当たり62万78円）

　　支　出

予算額

　15億6,974万円

支出額

　3億5,509万円

　　支　出

予算額

　12億9,495万円

支出額

　3億5,898万円

病院事業会計

（収益的収入・支出）

　　収　入

予算額

　37億3,927万円

収入額

　12億1,846万円

　　支　出

予算額

　37億2,888万円

支出額

　13億7,890万円

（資本的収入・支出）

　　収　入

予算額

　1億9,883万円

収入額

　　4,725万円

　　支　出

予算額

　2億3,639万円

支出額

　1億455万円

土木債
63億4,475万円

臨時財政対策債
49億6,229万円

減税補てん債
23億2,969万円

教育債
19億4,676万円

庁舎債
15億8,221万円

その他
70億3,274万円

下水道債
130億6,838万円

介護老人保健施設債
16億291万円

その他
7億8,765万円

水道事業債
58億1,160万円

一般会計
241億9,844万円

52.4％

特別会計
154億5,894万円

33.4％

企業会計
65億4,584万円
14.2％ 病院事業債

7億3,424万円

ごみ処理有料化 
説明会 

（5/7～24） 

菓子まつり 
メイドIN伊東 
（6/1） 

健康フェスタ2008 
（7/13） 

宇佐美を愛した阿久悠 
大作詞家展示会 
（8/1～3） 

市役所市民課に 
パスポートの窓口を設置 

（9/1） 

20年度上半期の
できごと 収入済額　

支出済額　

1億7,064万円

9億3,213万円

27億9,871万円

35億8,329万円

42億5,464万円

41億670万円

1,704万円

1,691万円

6億4,425万円

6億3,602万円

3,801万円

4,505万円

18億3,686万円

21億1,607万円

1,976万円

1,960万円

2億7,519万円

1億8,111万円

100億5,510万円

116億3,688万円

収入率

執行率

6.9%

37.8%

19.3%

24.7%

41.3%

39.9%

26.7%

26.5%

85.5%

84.4%

42.1%

49.9%

38.2%

44.0%

50.2%

49.7%

35.7%

23.5%

29.7%

34.4%

市の 

概要 ■面積
　124.13㎢

■人口

7万4,512人

20年９月30日現在

■世帯数

3万4,311世帯

地方消費税交付金　消費税５％の

うち0.5％が、国から県を通し

て市に配分されます。

収益的収入・支出　料金収入や管

理運営費など営業に伴う収支

資本的収入・支出　企業債や施設

の建設改良などに伴う収支

●用語の解説 
 

！

会　計　名

下 水 道 事 業

競 輪 事 業

国民健康保険事業

土 地 取 得

老 人 保 健

霊 園 事 業

介護保険事業

介護老人保健施設

後期高齢者医療

合 　 　 計

予　算　額

24億6,435万円

145億1,316万円

103億116万円

6,380万円

7億5,379万円

9,030万円

48億972万円

3,940万円

7億7,179万円

338億747万円
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(1)　人件費の状況（19年度普通会計決算）

住民基本

台帳人口

（19年度末）

74,644人

歳出額(Ａ)

222億7,235万円

実質収支

2億4,801万円

人件費(Ｂ)

67億2,493万円

人件費比率

（Ｂ/Ａ）

30.2％

(参考)

18年度の

人件費比率

30.4％

※（　）内の数は市長事務部局と兼務の人数で、市長事務部局の職員数に含まれています。
　合計の〔834〕は、条例で定めている職員定数です。

※採用は、20年４月１日に採用した職員の数です。

　区　分

20歳未満

20歳〜23歳

24歳〜27歳

28歳〜31歳

32歳〜35歳

36歳〜39歳

40歳〜43歳

44歳〜47歳

48歳〜51歳

52歳〜55歳

56歳〜59歳

60歳以上

　合　計

職員数（人）　

4

39

60

65

92

93

99

73

86

63

102

0

776

市長事務部局

議会事務局

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

教育委員会

公平委員会事務局

農業委員会事務局

水道企業

消防本部

　　合　　　　計

12

-

-

-

6

-

-

1

4

23

13

-

-

-

8

-

-

4

-

25

12

-

-

-

3

-

-

1

5

21

5

-

-

-

2

-

-

-

-

7

1

-

-

-

-

-

-

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

31

-

-

-

13

-

-

5

5

54

ウ　年齢別職員数（20年4月1日現在）

(1)　職員数の状況

ア　部局別職員数（4月1日現在)

(2)　採用及び退職の状況（19年度）

部局

区分 採用

(人)

離　　　　職（人）

定年 勧奨 普通 死亡 分限 懲戒
失職 合計

退　　　職 免　職

主事・技師

その他

係長・主査

主任

課長補佐

参事・課長

部長

※保育士、幼稚園教諭、消防職員、現業職員などの
　職員は含んでいません。

イ　一般行政職の級別職員数（20年4月1日現在)

市長事務部局

議会事務局

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

教育委員会

公平委員会事務局

農業委員会事務局

水道企業

消防本部

　　合　　　　計

　　　〔834〕

521

7

3

(3)

141

（2)

1(2)

28

106

807

406

6

3

(3)

229

（2)

1(2)

26

105

776

△115

△1

-

(-)

88

(-)

-

△2

△1

△31

機構改革、事務統廃合

機構改革、事務統廃合

事務統廃合

部局
区分

19年度 20年度

対前年

増減数
主な増減理由

職員数（人)

１級

２級

３級

４級

５級

６級

　　　　　　合　　計

56

87

95

43

28

8

317

17.7

27.4

30.0

13.6

8.8

2.5

100.0

代表的な

職務
区分

職員数

（人）

構成比

(％)

２　給与の状況

１　任免及び職員数に関する状況

広報いとう 8
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(5)　諸手当の状況
ア　地域手当

イ　特殊勤務手当

ウ　時間外勤務手当

(2)　給与費の状況（19年度普通会計決算）

(3)　初任給及び経験年数別給料月額の状況（20年4月1日現在）

(4)　平均給料、手当額、年齢の状況（20年4月1日現在）

１人当たり

給与費(Ｂ/Ａ)計（Ｂ）期末・勤勉手当

職　員　給　与　費

職員手当給　　料

職員数

（Ａ）

区　　　分

全　職　員

　一般行政職

　技能労務職

　その他の職

329,032円

335,864円

323,844円

324,481円

9,734円

9,651円

12,942円

8,663円

6,903円

7,189円

6,735円

6,695円

345,669円

352,704円

343,521円

339,839円

41歳6月

41歳10月

43歳2月

40歳6月

大学卒

高校卒

支給総額（19年度）

支給職員１人当たり平均支給年額（19年度）

支給率

支給対象職員数

支給総額（19年度）　　　　　　　　　　　　511万円

支給職員１人当たり平均支給年額（19年度）　　25,921円

職員全体に占める手当支給職員の割合（19年度）　24.4％

手当の種類（19年度）　　　　　　　　　　　　　12手当

区分

19年度

18年度

支給総額

1億3,360万円

1億162万円

職員1人当たり平均支給年額

165,553円

123,927円

　主な手当名

救急手当

衛生不快手当

税務手当

特別救助手当

　手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

休日勤務手当

　国の制度

　との異同

同じ

支給額が異なる

支給額が異なる

国は定額制

同じ

支給総額

（19年度）

9,443万円

6,826万円

9,598万円

2,930万円

3,680万円

支給職員１人

当たり

平均支給年額

（19年度）

232,020円

91,618円

157,089円

610,494円

45,596円

　　　　　　　主な支給対象職員と業務の内容

救急出動し、患者などを搬送した消防職員（22時〜翌日5時）

清掃工場、クリーンセンターの業務に従事する環境課職員

市税、保険税事務に従事する課税課、収納課、保険年金課職員

特別な救助に従事する消防職員

　　　　支　給　単　価

1回につき1人200円（300円）

日勤１日150円、夜勤１夜700円

月額1,000円

月額1,500円

1億3,398万円

166,016円

3％

807人

※職員手当には、退職手当は含んでいません。職員数は、19年４月１日現在の人数です。

※一般行政職員の学歴別給料月額です。経験年数とは、学校卒業後すぐに採用され、引き続き勤務している年数のこ
　とです。国の一般行政職員の初任給は、大学卒172,200円、高校卒140,100円です。

※支給率は、20年4月1日から2％になっています。22年度までに0％になるように、段階的に引き下げます。

※救急手当と特別救助手当は、20年度から廃止しました。

内
　
訳

給料月額 扶養手当 地域手当 合　　計 年　　齢

区　分

169,800円

142,800円

193,800円

164,800円

276,600円

245,700円

311,100円

283,700円

351,200円

318,100円

初任給 経験年数２年 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

642万円28億7,368万円 5億5,356万円 12億3,120万円 46億5,844万円726人

新規採用職員への辞令交付 

※退職手当１人当たりの平均支給額は、19年度の退職者54人に支給された平均
　額です。支給率とその他の加算措置は、国に準じた制度となっています。

エ　期末・勤勉手当、退職手当の状況（20年4月1日現在） オ　その他の手当

（ア）支給額、国の制度との異同１人当たり平均支給額（19年度）　　　171万円

 期末 勤勉

 ６月期 1.4月分 0.75月分

 12月期 1.6月分 0.75月分

 計　 3.0月分 1.50月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　あり

１人当たりの平均支給額（19年度）

　　自己都合・死亡594万円　勧奨・定年2,685万円

　（支給率） 自己都合 勧奨・定年

 勤続20年 23.50月分 30.55月分

 勤続25年 33.50月分 41.34月分

 勤続35年 47.50月分 59.28月分

 最高限度額 59.28月分 59.28月分

　その他の加算措置　

　　職責に応じた調整額の加算　あり

　　定年前早期退職特例措置　あり（2〜20%加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

退
　
職
　
手
　
当
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（イ）内容、支給単価

伊東市 国

【交通機関利用者】

　最高支給限度額なし

【交通用具使用者】

　片道２㎞以上４㎞未満 4,000円

　片道４㎞以上６㎞未満 6,000円

　片道６㎞以上８㎞未満 8,000円

　片道８㎞以上10㎞未満 10,000円

　片道10㎞以上12㎞未満 12,000円

　片道12㎞以上14㎞未満 14,000円

　片道14㎞以上16㎞未満 16,000円

　片道16㎞以上20㎞未満 18,000円

　片道20㎞以上25㎞未満 19,000円

　片道25㎞以上 20,000円

　※通勤用として勤務地付近に駐車場

　　を借りている職員には、8,000円を

　　限度に駐車場代金相当額を支給

扶養親族がいる職員に支給

　配偶者13,000円　　配偶者以外の扶養親族6,500円

　扶養親族でない配偶者がいる場合、そのうち1人6,500円

　配偶者がいない場合、そのうち1人11,000円

　満16歳の年度初めから満23歳の年度末までの子1人につき5,000円加算

【借家・借間に居住する場合】（9,000円を超える家賃を支払っている職員）

　全額支給限度額11,000円　2分の1加算限度額16,000円、最高支給限度額27,000円

【自宅居住者】

　世帯主の場合5,500円（新築・購入後5年間1,500円加算）

【部長職】給料月額の14％　【参事職】給料月額の12％　【課長職】給料月額の10％

祝日法による休日、年末年始の休日などに勤務した職員に支給

　勤務1時間当たりの給与額×135／100（支給単位は1時間）

【交通機関利用者】

　最高支給限度額 75,000円

【交通用具使用者】

　片道５㎞未満 2,000円

　片道５㎞以上10㎞未満 4,100円

　片道10㎞以上15㎞未満 6,500円

　片道15㎞以上20㎞未満 8,900円

　片道20㎞以上25㎞未満 11,300円

　片道25㎞以上30㎞未満 13,700円

　片道30㎞以上35㎞未満 16,100円

　片道35㎞以上40㎞未満 18,500円

　片道40㎞以上45㎞未満 20,900円

　片道45㎞以上50㎞未満 21,800円

　片道50㎞以上55㎞未満 22,700円

　片道55㎞以上60㎞未満 23,600円

　片道60㎞以上 24,500円

【併用者（交通機関と交通用具）】

　最高支給限度額 75,000円

　※新幹線等利用者は20,000円を限度

　　に加算あり

※保育園、夜間救急医療センター、図書館、消防署などは、変則勤務です。

(1)　勤務時間の状況（一般職員の標準的なもの） (2)　年次有給休暇の取得状況（19年）

１週間の

勤務時間

40時間

開始時刻

8時30分

終了時刻

17時15分

休息時間

12時〜12時15分

17時〜17時15分

休憩時間

12時15分〜13時

総付与日数

総取得日数

対象職員数

平均取得日数

30,397.4日

7,837.7日

807人

9.7日

(6)　特別職の報酬等の状況（20年4月1日現在）

区　分

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

給料・報酬月額

807,000円

703,000円

413,000円

380,000円

351,000円

期　末　手　当

（支給割合）

６月期　1.6月分

12月期　1.7月分

　計　　3.3月分

45％加算あり

水防訓練に参加 

　手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

休日勤務手当

内 容 、 支 給 単 価 （ 月 額 ）

３　勤務時間その他の勤務条件の状況
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(1)　職員研修の実施状況（19年度）

派遣研修

自治大学校派遣

庁内集合研修

人事交流

自己啓発支援

特別研修

国派遣

(1)　分限処分者数

　　職員がその職務を十分に果たし得ない場合などに、本人

　の意に反して行う処分です。例えば、６か月を超える病気

　療養の際に行います。

　　19年度は、休職処分を受けた職員が5人いました。

(2)　懲戒処分者数

　　職員の一定の服務義務違反に対して、道義的責任を追及

　するために行う処分です。

　　19年度は、懲戒処分を受けた職員はいませんでした。

　職員には、地方公務員法の規定により、次のような職務上

の義務があります。

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務

・政治的行為等の制限

・信用失墜行為の禁止

・争議行為等の禁止

・秘密を守る義務

・営利企業等の従事制限

・職務に専念する義務

14人

1人

443人

1人

17人

43人

1人

専門機関での研修により、高度な専門的知識や技能を習得する。

中堅幹部として必要な行政管理の諸問題の習得、資質と意識の向上を図る。

業務遂行に必要な知識の習得、問題解決能力の向上、公務員倫理の確立を目指す。

県庁との人事交流により、県・市間の情報交換、幅広い知識や視野の拡大を図る。

通信教育などによる自主的な研修活動を支援する。

自分で研修を企画し、行政課題にかかわる事項を調査・研究し、見聞を広める。

全国的な行政での実務を通じ、有能な人材を育成する。（経済産業省に派遣）

育児休業（人) 部分休業（人)

事　業　の　概　要参加人数事　業　名

(4)　育児休業等の取得状況（19年度）

市長部局等

教育委員会

水道企業

消防本部

　　計

男性

-

-

-

-

-

女性

1

-

-

-

1

男性

-

-

-

-

-

女性

-

-

-

-

-

区　分

(3)　特別休暇制度等の概要（20年4月1日現在）

休暇の種類

療養休暇

産前休暇

産後休暇

特別休暇

(主なもの)

介護休暇

　　　　　　付　与　日　数　・　期　間　など

負傷や疾病のため、医師の証明で療養を要すると認定した場合、

必要と認められる期間

出産予定日の8週間前の日から出産の日までの期間

出産の日の翌日から8週間を経過する日までの期間

夏季休暇⋯3日以内

忌引休暇⋯配偶者10日、父母・子7日、

　　　　　兄弟・祖父母等3日、伯・叔父母・曽祖父母等1日

結婚休暇⋯10日以内

看護休暇⋯7日以内

介護を必要とする状態が続くごとに、連続する６か月以内

(2)　勤務成績の評定の状況（19年度）

　　全職員を対象として、昇給期と6月、12月に勤務成績評定を行い、昇給の可否の決定、勤勉手当の成績率に反映させています。

７　福祉及び利益の保護の状況

(1)　定期健康診断の実施状況（19年度）

(3)　その他主な福利厚生事業の概要（19年度）

〔被服の貸与〕

　　職員の勤務条件と業務効率の向上のため、現業的業務に従事する職員に作業衣などを貸与しました。　243万5,000円

〔互助会の運営〕

　　互助会事業助成費を支出しました。　900万円

一般健診

（35歳未満）

一般健診

（35歳以上）

(2)　公務災害等の認定状況（19年度）

区　　分

　公務災害

　通勤災害

　　 計

4

1

5

‐

1

1

‐

‐

‐

1

‐

1

5

2

7

対象人数

受診人数

受診率

対象人数

受診人数

受診率

268人

201人

75％

543人

326人

60％

消防本部水道企業教育委員会市長部局等 計

認
定︵
件
︶

６　研修及び勤務成績の評定の状況

４　分限及び懲戒処分の状況 ５　服務の状況
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広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

封筒に掲載する広告の配置 
イメージ 
左・市税、国民健康保険税の 
　　納税通知書用封筒の裏面 
右・市民課窓口用封用の裏面 

９万枚

封筒の裏面

１枠９万円

４枠

縦３㎝×横８㎝

単色刷り

12月26日㈮

区　分

市県民税、固定
資産税、軽自動
車税の市内外の
納税義務者に郵
送（４月〜６月
に使用）

　市が使用する封筒に掲載する広告を、次の

とおり募集します。掲載を希望される場合は、

お問い合わせの上、申し込みをしてください。

t庶務課　☎32-1234

３万枚

封筒の裏面

１枠３万円

４枠

縦３㎝×横８㎝

単色刷り

３月16日㈪

国民健康保険税
の市内の納税義
務者に郵送（７
月に使用）

３万枚

封筒の裏面

１枠３万円

５枠

縦３㎝×横８㎝

単色刷り

３月16日㈪

市民課窓口で、
証明書などを交
付する時に使用
（通年使用）

※広告の掲載は、市内の事業所を優先します。

掲載広告を募集する封筒

市税の
納税通知書用
封筒

国民健康保険税
の納税通知書用

封筒

市民課窓口用
封筒

市の封筒に広告を載せませんか

発行枚数

掲載場所

掲載料

募集枠数

形状

申し込み期限

封筒の

使用方法

９　公平委員会の業務の状況

８　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

※17年に計画の見直しをしました。

(2)　22年４月１日現在における定員の数値目標

(3)　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

一般行政

特別行政・

公営企業等

合　計

区　　　分 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

566

579

13

374

374

0

940

953

13

576

561

△15

369

369

0

945

930

△15

574

545

△29

364

365

1

938

910

△28

570

535

△35

362

347

△15

932

882

△50

566

526

△40

358

345

△13

924

871

△53

564

508

△56

354

342

△12

918

850

△68

495

495

0

340

340

0

835

835

0

488

487

△1

331

333

2

819

820

1

計画の職員数

実際の職員数

達成状況

計画の職員数

実際の職員数

達成状況

計画の職員数

実際の職員数

達成状況

部　門

　　全部門の職員数は、17年４月１日現在835人を52人、

　6.23％減らして、783人とする。

(1)　定員適正化計画（数・率）

計画期間

数値目標

ア　勤務条件に関する措置の要求の状況（19年度）

　　　該当なし

イ　不利益処分に関する不服申立ての状況（19年度）

　　　該当なし

477

479

2

342

328

△14

819

807

△12

20年

463

452

△11

341

324

△17

804

776

△28

平成17年４月１日〜22年３月31日

17年４月１日現在の一般行政職員495人を22年４月１日現在450人

とする（45人・9.09％の減）。

広報いとう 12
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広 告 欄

行
政
協
力
委
員
等
表
彰
式

　
20
年
度
の
行
政
協
力
委
員
等
表

彰
式
を
10
月
20
日
㈪
に
開
催
し
ま

し
た
。
町
内
会
役
員
を
長
年
務
め

た
次
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
、
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

受
賞
者
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

◇
20
年
表
彰

　
松
原
・
湯
端
町
　
杉
山
隆
偲

　
川
奈
・
東
町
　
杉
山
恒
樹

◇
15
年
表
彰

　
松
原
・
湯
端
町
　
原
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
正
男

　
玖
須
美
・
城
星
町
　
明
石
祐
三

　
荻
・
角
折
町
　
森
崎
愛
生

◇
10
年
表
彰

　
松
原
・
仲
町
　
中
村
誠

　
　
伊
勢
町
　
橋
本
茂

　
　
稲
荷
町
　
山
田
幹
久

　
　
猪
戸
３
丁
目
　
今
井
一
行

　
　
朝
日
町
　
清
家
鐵
郎

　
玖
須
美
・
大
芝
町
　
内
山
良
雄

　
新
井
・
東
町
１
丁
目
　
武
藤
文
雄

　
岡
・
小
川
１
丁
目
　
三
田
邦
雄

　
川
奈
・
宮
町
　
増
田
壽
志

　
　
　
　
　
　
　
上
原
正
哉

　
　
　
　
　
　
　
松
屋
永
久

　
　
小
室
４
丁
目
　
山
田
行
男

　
十
足
・
十
足
　
大
川
繁
幸

　
宇
佐
美
・
み
の
り
の
村

　
　
　
　
　
　
　
故
・
矢
田
豊

　
富
戸
・
松
尾
　
島
崎
睦
男

　
八
幡
野
・
東
町
　
山
川
多
喜
男

t

企
画
政
策
課

　
☎
（32）
１
０
６
２

年
末
調
整
の
手
続
き
方
法

〜
給
与
所
得
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

◇
年
末
調
整
の
注
意
事
項

①
扶
養
家
族
等
の
収
入
の
確
認

　
扶
養
控
除
等
申
告
書
や
配
偶

者
特
別
控
除
申
告
書
を
勤
務
先

に
提
出
す
る
時
は
、
扶
養
家
族

や
配
偶
者
の
今
年
１
年
間
の
収

入
金
額
を
正
確
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
毎
年
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
の
給
与
や
年
金
の
収

入
金
額
の
確
認
漏
れ
な
ど
に
よ

り
、
控
除
の
誤
り
が
あ
り
ま
す
。

②
社
会
保
険
料
控
除
の
証
明
書
の

添
付

　
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
今
年
中
に
支
払
い
を
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
勤
務
先
に
提
出

す
る
保
険
料
控
除
申
告
書
に
記

載
し
、
証
明
書
を
添
付
す
る
か

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
地
震
保
険
料
控
除
︵
損
害
保
険

料
控
除
の
改
組
︶

　
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、

居
住
用
家
屋
、
生
活
用
動
産
に

生
じ
た
損
失
額
を
て
ん
補
す
る

保
険
金
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ

る
損
害
保
険
契
約
な
ど
の
保
険

料
、
掛
け
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

地
震
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
控
除
額
は
、
最
高
５
万

円
で
す
。
従
来
の
損
害
保
険
料

控
除
の
う
ち
、
18
年
12
月
31
日

ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害
保

険
料
な
ど
は
、
経
過
措
置
と
し

て
今
年
も
控
除
で
き
ま
す
。
控

除
額
は
最
高
１
万
５
０
０
０
円

で
、
地
震
保
険
料
控
除
と
合
わ

せ
た
控
除
額
は
、
合
計
５
万
円

ま
で
で
す
。

◇
年
末
調
整
の
再
調
整

　
年
末
調
整
が
終
わ
っ
た
後
に
各

種
控
除
額
が
変
わ
っ
た
場
合
、
20

年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
が

交
付
さ
れ
る
21
年
１
月
末
日
ま
で

は
、
再
調
整
︵
や
り
直
し
︶
が
で

き
ま
す
。
勤
務
先
の
担
当
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

t

熱
海
税
務
署

　
☎
（81）
３
５
１
５

住
宅
改
修
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
減
額

　
居
住
用
の
家
屋
に
次
の
改
修
工

事
を
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
耐
震
改
修

対
　
象
　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

工
事
の
内
容
　
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
さ
せ
る
改
修
工
事

工
事
の
期
間
　
平
成
18
年
〜
27
年

市役所の電話番号 
0557-

36-0111

長年にわたるご協力ありがとうございます 

イータ君 
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広 告 欄

工
事
の
費
用
　
30
万
円
以
上

減
額
内
容
　
１
戸
当
た
り
１
２
０

㎡
相
当
分
ま
で
、
税
額
の
２
分

の
１
を
減
額
し
ま
す
。
平
成
18

年
〜
21
年
に
改
修
す
る
と
３
年

間
、
22
年
〜
24
年
に
改
修
す
る

と
２
年
間
、
25
年
〜
27
年
に
改

修
す
る
と
１
年
間
減
額
し
ま
す
。

※
ほ
か
の
減
額
制
度
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
省
エ
ネ
改
修
工
事

対
　
象
　
平
成
20
年
１
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
︵
賃
貸

住
宅
は
除
く
︶

工
事
の
内
容
　
現
行
の
省
エ
ネ
基

準
に
適
合
さ
せ
る
窓
、
床
、
天

井
、
壁
の
断
熱
改
修
工
事
︵
窓

は
必
須
︶

工
事
の
期
間
　
平
成
20
年
４
月
〜

22
年
３
月

工
事
の
費
用
　
30
万
円
以
上

減
額
内
容
　
工
事
が
終
わ
っ
た
次

の
年
度
の
固
定
資
産
税
を
、
１

戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま

で
、
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
減
額
制

度
以
外
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

対
　
象
　
平
成
19
年
１
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
、
次
の
い
ず
れ

か
の
人
が
住
ん
で
い
る
住
宅

︵
賃
貸
住
宅
は
除
く
︶

・
65
歳
以
上
の
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
、
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
が
あ
る
人

工
事
の
内
容
　
通
路
や
出
入
り
口

の
拡
幅
、
階
段
の
勾
配
の
緩
和
、

浴
室
や
便
所
の
改
良
、
手
す
り

の
取
り
付
け
、
床
の
段
差
の
改

良
、
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
、

床
の
滑
り
止
め

工
事
の
期
間
　
平
成
19
年
４
月
〜

22
年
３
月

工
事
の
費
用
　
30
万
円
以
上
︵
補

助
金
な
ど
は
除
く
︶

減
額
内
容
　
工
事
が
終
わ
っ
た
次

の
年
度
の
固
定
資
産
税
を
、
１

戸
当
た
り
１
０
０
㎡
相
当
分
ま

で
、
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※
省
エ
ネ
改
修
の
減
額
制
度
以
外

と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

t

課
税
課

　
☎
（32）
１
２
７
６

難
病
患
者
見
舞
金
の
支
給

　
12
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
県
か
ら
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
か
被
爆
者
健
康
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、
難

病
患
者
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
12
月
１
日
㈪
〜
15
日

㈪
受
付
場
所
　
社
会
福
祉
課
窓
口

︵
市
役
所
低
層
棟
１
階
︶
、
各

出
張
所
、
連
絡
所

持
ち
物

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
被
爆
者
健
康
手
帳
︵
写
し
︶

・
印
鑑

・
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

︵
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
︶

t

社
会
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
３
２

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

　
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
が
扶
養

し
て
い
る
お
子
さ
ん
を
高
校
や
大

学
な
ど
に
就
学
さ
せ
る
た
め
の
資

金
の
貸
し
付
け
を
し
ま
す
。

貸
付
資
金
の
種
類

・
修
学
資
金
⋯
通
学
す
る
た
め
に

必
要
な
授
業
料
な
ど
の
費
用
を
、

継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金
⋯
高
校
や
大
学

な
ど
に
入
学
す
る
時
に
直
接
必

要
と
な
る
被
服
な
ど
の
購
入
費

用
を
、
入
学
時
に
１
回
だ
け
貸

し
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
　
12
月
１
日
㈪
〜
12
日

㈮
に
子
育
て
健
康
課
窓
口
︵
市

役
所
４
階
︶
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
に
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。
面
接
は
、
12
月
19

日
㈮
13
時
か
ら
市
役
所
４
階
中

会
議
室
で
行
い
ま
す
。

t

子
育
て
健
康
課

　
☎
（32）
１
５
８
１

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　
地
球
の
平
均
気
温
は
、
こ
の
１

０
０
年
で
約
０
・
６
℃
上
昇
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の

増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
適

度
な
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
っ
て
、

地
球
の
平
均
気
温
が
15
℃
に
保
た

れ
、
生
物
の
生
活
に
適
し
た
環
境

が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
、

地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
こ

と
で
、
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
住
み
良

い
地
球
を
後
世
へ
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
も
、
身
近
に
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

◇
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響

・
南
極
や
北
極
な
ど
の
氷
の
融
解
、

海
水
の
膨
張
に
よ
る
海
面
上
昇

・
気
候
の
変
化
に
よ
る
異
常
気
象

の
発
生

・
真
夏
日
、
猛
暑
日
の
増
加

・
農
業
や
漁
業
の
生
産
へ
の
影
響

・
熱
帯
性
伝
染
病
な
ど
の
分
布
域

の
拡
大

・
砂
漠
化
、
食
料
不
足
の
進
行

◇
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

・
電
気
や
水
を
必
要
以
上
に
使
わ

ず
、
省
エ
ネ
を
心
が
け
る

・
自
家
用
車
の
使
用
を
減
ら
し
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

広報いとう 14



・
買
い
物
の
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
ち
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い

t

環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
４

年
末
年
始
の

ご
み
の
収
集
と
自
己
搬
入

　
年
末
の
ご
み
は
、
出
し
忘
れ
が

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
収
集

　
12
月
29
日
㈪
・
30
日
㈫
・
１
月

４
日
㈰
は
、
も
え
る
ご
み
を
収
集

し
ま
す
。
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
も
え
な
い
ご
み
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

　
12
月
31
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈯
は

収
集
を
し
ま
せ
ん
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
５
日
㈪
か
ら
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

◇
自
己
搬
入

・
も
え
る
ご
み
⋯
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
☎
（35）
０
５
３
０

・
も
え
な
い
ご
み
⋯
御
石
ヶ
沢
清

掃
工
場
、
御
石
ヶ
沢
最
終
処
分

場
☎
（47）
２
６
７
５

　
受
付
日
時
は
、
12
月
29
日
㈪
・

30
日
㈫
・
１
月
４
日
㈰
８
時
30
分

〜
正
午
・
13
時
〜
16
時
で
す
。
１

月
４
日
㈰
は
、
も
え
る
ご
み
の
み

受
け
付
け
ま
す
。

　
１
月
５
日
㈪
か
ら
、
通
常
ど
お

り
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
搬
入
す
る
時
は
、
カ
ン
、
び
ん
、

金
属
な
ど
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

t

環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
１

建
設
工
事
な
ど
の
競
争
入
札

に
参
加
す
る
た
め
の
申
請

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
物

品
の
製
造
の
請
負
、
役
務
の
提
供

な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

・
建
設
工
事
、
測
量
・
設
計
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
⋯
２
月
２

日
㈪
〜
３
月
10
日
㈫

・
物
品
関
係
⋯
１
月
13
日
㈫
〜
26

日
㈪

提
出
書
類

・
各
業
種
共
通
⋯
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
、
納
税
証
明
書
、

登
記
事
項
証
明
書
︵
法
人
︶
、

代
表
者
身
分
証
明
書
︵
個
人
︶
、

委
任
状
︵
支
店
な
ど
に
権
限
を

委
任
す
る
場
合
︶

・
建
設
工
事
⋯
建
設
業
許
可
証
明

書
、
営
業
所
一
覧
表
、
営
業
経

歴
書
、
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
︵
写
︶
、
技
術
員
名
簿
、

労
災
保
険
と
退
職
金
制
度
の
加

入
状
況
を
示
す
書
類

・
測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
⋯
登
録
証
明
書
、
営
業

所
一
覧
表
、
測
量
等
実
績
調
書
、

経
営
規
模
等
総
括
表
︵
最
近
２

年
間
の
営
業
実
績
︶

・
物
品
関
係
⋯
経
歴
書
、
印
鑑
証

明
書
︵
法
人
︶
、
使
用
印
鑑
届
、

財
務
諸
表
、
営
業
種
目
一
覧
表
、

営
業
許
可
証

　
※
証
明
書
類
は
写
し
で
も
可

提
出
方
法
　
庶
務
課
︵
市
役
所
６

階
︶
に
持
参
ま
た
は
郵
送

登
録
有
効
期
間
　
21
年
４
月
１
日

〜
23
年
３
月
31
日

t

庶
務
課

　
☎
（32）
１
２
３
６
︵
建
設
関
係
︶

　
☎
（32）
１
２
３
５
︵
物
品
︶

国
道
１
３
５
号
の
４
車
線
化

事
業
を
進
め
て
い
ま
す

　
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
国
道

１
３
５
号
の
川
奈
殿
山
交
差
点
・

吉
田
三
の
原
交
差
点
間
３
・
３
㎞

の
４
車
線
化
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
、

防
災
機
能
の
強
化
な
ど
、
安
全
安

心
な
道
路
整
備
が
目
的
で
す
。

　
本
年
度
は
、
測
量
、
設
計
、
地

質
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
８
月
に
は
第
１
回
の
地
元

説
明
会
を
開
催
し
、
事
業
の
概
要

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
住
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
説
明
会
や
意
見
交
換
を
重
ね
、

住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
道
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

t

県
熱
海
土
木
事
務
所
伊
東
支
所

　
☎
（37）
２
９
４
７

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

〜
12
月
は
消
費
者
月
間
〜

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
が
、
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

◇
詐
欺
の
手
口

１
電
話
で
社
会
保
険
庁
や
税
務
署
、

市
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
。

２
年
金
、
税
金
、
保
険
料
な
ど
の

払
い
戻
し
が
あ
る
と
言
う
。

３
還
付
手
続
き
の
た
め
、
銀
行
や

郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
現
金
自
動

預
払
機
︶
で
操
作
を
さ
せ
る
。

４
口
座
に
あ
る
お
金
を
だ
ま
し
取

る
。

　
市
内
で
も
、
不
審
な
電
話
に
関

す
る
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
年
金
や
税
金
を
還
付
す
る

場
合
は
、
突
然
電
話
で
通
告
し
た

り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操
作
を
求
め
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

金
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
電
話
や

通
知
を
受
け
た
時
は
、
振
り
込
み

や
送
金
を
す
る
前
に
、
必
ず
家
族

や
警
察
、
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

t

生
活
防
災
課

　
☎
（32）
１
３
６
１

　
伊
東
警
察
署

　
☎
（38）
０
１
１
０

　
伊
東
地
区
防
犯
協
会

　
☎
（38）
１
０
８
０

　
熱
海
県
民
相
談
室

　
☎
（82）
２
２
９
９

◇収集の日程

◇自己搬入の日程

月　日
12/31㈬
〜1/3㈯

１/４㈰

もえるごみ

もえないごみ

○ × ○

× × ×

月　日
12/31㈬
〜1/3㈯

12/29㈪
・30㈫

12/29㈪
・30㈫

１/４㈰

もえるごみ

もえないごみ

○ × ○

○ × ×
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＊事情により、今月の新着とならない
　場合もあります。ご了承ください。

今月の

　新着予定図書
今月の

　新着予定図書

い
と
う 健
康 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

◇
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス

伊
坂
幸
太
郎

風
神
帖

池
澤
　
夏
樹

シ
ュ
ー
カ
ツ
！

石
田
　
衣
良

遊
行
の
門

五
木
　
寛
之

女
の
絶
望

伊
藤
比
呂
美

左
岸

江
國
　
香
織

覇
王
の
番
人
　
上
・
下

真
保
　
裕
一

青
春
の
終
わ
っ
た
日
〜
ひ
と
つ
の
自
伝

清
水
真
砂
子

お
能
の
見
方
　
改
訂
版

白
洲
　
正
子

聖
母
︵
ホ
ス
ト
・
マ
ザ
ー
︶

仙
川
　
　
環

華
族
夫
人
の
忘
れ
も
の

平
岩
　
弓
枝

サ
ポ
ー
ト
さ
ん

日
向
　
　
蓬

皇
妃
エ
リ
ザ
べ
ー
ト

藤
本
ひ
と
み

記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と

堀
江
　
敏
幸

告
白

湊
　
か
な
え

メ
メ
ン
ト

森
　
　
達
也

詩
羽
の
い
る
街

山
本
　
　
弘

あ
る
日
、
ア
ヒ
ル
バ
ス

山
本
　
幸
久

東
天
の
獅
子
　
第
１
巻

夢
枕
　
　
獏

サ
ラ
ミ
ス
の
兵
士
た
ち

ハ
ビ
エ
ル
・
セ
ル
カ
ス

最
後
の
初
恋

ニ
コ
ラ
ス
・
ス
パ
ー
ク
ス

◇
そ
の
他

17
人
の
わ
た
し
〜
あ
る
多
重
人
格
女
性
の
記
録

勝
手
に
し
や
が
れ
〜
阿
久
悠
や
せ
我
慢
の
美
学

ニ
ッ
ポ
ン
新
版
〜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
眼
で
観
た

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
算
数

ニ
ッ
ト
で
あ
っ
た
か
冬
じ
た
く

明
る
い
食
品
偽
装
入
門

◇
児
童
書
・
絵
本

だ
る
ま
さ
ん
が

か
え
っ
て
き
た
は
く
ち
ょ
う

ル
ル
と
ラ
ラ
の
カ
ス
タ
ー
ド
・
プ
リ
ン

プ
ー
ル
で
ゆ
っ
た
り

健
康
づ
く
り
教
室

◇
健
康
増
進
コ
ー
ス

・
温
水
プ
ー
ル
で
ゆ
っ
た
り
リ
ラ

ッ
ク
ス
コ
ー
ス

　
水
中
で
癒
や
し
体
験
を
し
て
、

自
分
の
体
を
見
つ
め
直
し
、
健
康

を
目
指
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
16
日
〜
２
月
27
日

の
毎
週
金
曜
日
10
時
〜
正
午

会
　
場
　
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
リ
ゾ
ー

ト
︵
吉
田
︶

内
　
容
　
水
中
運
動
６
回

費
　
用
　
１
２
０
０
円

定
　
員
　
20
人

・
水
中
運
動
で
メ
タ
ボ
解
消
ダ
イ

エ
ッ
ト
コ
ー
ス

　
お
お
む
ね
70
歳
未
満
で
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
健

康
な
人
を
対
象
に
、
２
か
月
で
２

㎏
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
14
日
〜
３
月
18
日

の
毎
週
水
曜
日
正
午
〜
14
時

会
　
場
　
宇
佐
美
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ

内
　
容
　
水
中
運
動
９
回

費
　
用
　
１
２
０
０
円

定
　
員
　
20
人

◇
生
活
習
慣
病
改
善
コ
ー
ス

・
水
中
運
動
で
生
活
習
慣
病
に
勝

つ
！

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値
が

気
に
な
る
人
を
対
象
に
、
生
活
習

慣
病
に
効
果
的
な
運
動
方
法
を
実

践
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
８
日
㈭
、
１
月
13

　
日
〜
３
月
17
日
の
毎
週
火
曜
日

13
時
〜
15
時

会
　
場
　
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
伊
豆
南

風
楼
︵
八
幡
野
︶

内
　
容
　
医
師
講
話
２
回
、
水
中

運
動
10
回
、
栄
養
講
座
、
血
液

検
査
︵
実
費
は
自
己
負
担
︶

費
　
用
　
１
２
０
０
円

定
　
員
　
20
人

︻
申
し
込
み
方
法
︼

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
コ

ー
ス
名
を
記
入
し
て
、
市
役
所
子

育
て
健
康
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
12
月
22
日
㈪

で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
昨

年
度
の
教
室
に
参
加
し
て
い
な
い

人
を
優
先
し
て
抽
選
と
し
ま
す
。

複
数
の
コ
ー
ス
へ
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

　
子
育
て
を
す
る
人
同
士
の
交
流

の
場
で
す
。
子
育
て
の
相
談
や
身

体
計
測
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
０
歳
〜
１
歳
半
の
子
ど

　
も
と
子
育
て
中
の
人
、
妊
婦

日
程
と
会
場
︵
12
月
︶

・
５
日
㈮
⋯
八
幡
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

・
９
日
㈫
⋯
荻
区
民
会
館

・
15
日
㈪
⋯
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
24
日
㈬
⋯
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
、
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
子

育
て
の
相
談
や
身
体
計
測
も
で
き

ま
す
。

対
　
象
　
19
年
12
月
、
20
年
１
月

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
家
族

日
　
時
　
12
月
19
日
㈮
９
時
15
分

〜
正
午

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
お

も
ち
ゃ

申
し
込
み
　
12
月
９
日
㈫
ま
で
に

電
話
で
。

t子育て健康課
d32-1581・1582（母子）
d32-1583・1584（成人）
※土日・祝日を除く

健康 
情報 

開館時間　９時30分〜18時
休 館 日　月曜日・23日C

　　　　　28日A〜１月３日G

t図書館　d36-7433
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なぎさクリニック 

院長 青木香里先生 
かおり 

い
と
う

い
と
う 健
康
健
康 
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク 

不
安
は
治
療
で
軽
減
で
き
ま
す

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
こ
の
よ

う
な
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

・
人
ご
み
に
い
る
と
息
が
苦
し
く

な
る
。
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る
。

・
電
車
や
ト
ン
ネ
ル
の
中
と
い
っ

た
、
逃
げ
ら
れ
な
い
環
境
で
冷

や
汗
が
出
る
。

・
人
前
で
話
す
と
緊
張
し
て
、
声

や
体
が
震
え
て
し
ま
う
。

・
火
の
元
や
戸
締
り
を
何
度
も
何

度
も
確
認
し
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
ら
の
状
態
は
、
パ
ニ
ッ
ク

障
害
、
社
会
恐
怖
、
強
迫
神
経
症

と
い
う
病
気
の
症
状
で
す
。
脳
内

の
セ
ロ
ト
ニ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物
質
の
バ

ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
こ
と
で
起
こ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
悸
や
息
苦
し
さ
と
い
っ
た
症

状
か
ら
、
心
臓
や
呼
吸
器
の
検
査

を
し
て
も
、
異
常
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
周
り
の
人
か
ら
﹁
気
の
せ

い
﹂﹁
性
格
の
問
題
﹂﹁
怠
け
て
い

る
﹂
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

頑
張
っ
て
自
分
で
治
そ
う
と
す
る

も
の
の
、
不
安
が
余
計
強
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
安

は
、
薬
物
療
法
で
神
経
伝
達
物
質

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
で
、

症
状
が
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
院
は
今
年
の
７
月
に
湯
川
に

開
業
し
た
ば
か
り
で
す
。
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。﹁
ち
ょ
っ
と
不

安
だ
な
﹂
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

t

な
ぎ
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
（36）
０
３
２
２

い
と
う 健
康 
ク
リ
ニ
ッ
ク 

︱
お
医
者
さ
ん
の
お
話
︱

No.19

12月１日から、ごみ処理の
有料化が完全実施となります
◇燃えるごみの袋が新しくなります

　10月１日から実施したごみ処理

の有料化は、２か月間の移行期間を

経て、12月１日から完全実施とな

ります。12月１日以降は、旧指定

ごみ袋や認定レジ袋で出されたごみ

の収集は行いません。必ず新しい指

定ごみ袋に入れて出すようにしてく

ださい。

◇ごみを減量・資源化しましょう

・生ごみは、水をよく切って出しま

しょう。

・新聞紙、雑がみなどは、分別して

古紙の日に出しましょう。

・ペットボトル、トレー、牛乳パッ

クは、スーパーなどの拠点回収に

出しましょう。

・包装が少ない商品を選ぶなど、家

庭にごみとなるものを持ち込まな

いようにしましょう。

t環境課　☎32-1371

の有料化
　と減量化ご み

Vol.5

﹁
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
﹂

﹁
愛
す
る
ま
ち
を
応
援
し
た

い
﹂
と
い
う
思
い
を
寄
附
金
を

通
じ
て
実
現
す
る
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
市
外
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
を
、

ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄
附
金
と

し
て
受
け
入
れ
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
施
策
や
事
業
に
活
用

し
ま
す
。
寄
附
金
の
使
い
道
は
、

福
祉
、
医
療
、
観
光
、
産
業
、

教
育
、
文
化
な
ど
の
中
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
﹁
住
み

た
い
　
訪
れ
た
い
　
自
然
豊
か

な
　
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
伊
東
﹂

の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
を

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
外
に
住
ん
で
い
る
知
り
合
い
、

親
戚
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◇
寄
附
の
手
続
き
の
流
れ

１
寄
附
申
出
書
で
申
し
込
む

申
出
書
は
、
財
政
課
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で

き
ま
す
。
希
望
者
に
は
郵
送

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
寄
附
金
を
納
付

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に

よ
り
、
指
定
金
融
機
関
で
寄

附
金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
口
座
へ
の
振
り
込
み
、

現
金
書
留
で
の
郵
送
、
市
役

所
へ
の
持
参
に
よ
る
納
付
も

で
き
ま
す
。

３
寄
附
受
領
書
を
送
付

納
付
を
確
認
後
、
寄
附
受
領

書
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
受

領
書
は
、
税
金
の
控
除
を
す

る
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
税
金
の
控
除
の
内
容

　
寄
附
金
の
う
ち
５
０
０
０
円

を
超
え
る
部
分
は
、
個
人
住
民

税
所
得
割
の
お
お
む
ね
１
割
を

上
限
と
し
て
、
所
得
税
と
あ
わ

せ
て
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
時

に
、
寄
附
受
領
書
を
添
付
し
て
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

t

財
政
課
︵
制
度
︶

　
☎
（32）
１
２
５
１

　
課
税
課
︵
税
金
の
控
除
︶

　
☎
（32）
１
２
７
３

環境課 課長補佐 
澤谷勝博 

市民の皆さんの 
ご協力をお願いします 
 

伊
東
版
ふ
る
さ
と
納
税 

ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄
附
金 
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湯伊東のできごと 
のまち 湯伊東のできごと 
のまち 湯伊東のできごと 
のまち 

放送大学イメージ 
キャラクター 
まなぴー 

 

演奏を楽しんでいます 

新鮮な魚の販売、伊東の海の幸をその場で味わ
える催しなどで、にぎわいました。

秋のおさかな市

豊楽踊り
伊東温泉の芸妓衆による艶やかな踊りが披露さ
れました。

ごみの減量やリサイクルに関する出展を通じて、
ごみのことに身近に触れました。

ごみフェスティバルin伊東

１０ 
土 ２５ 

１０ 
日 ２６ 

t生涯学習課 d32-1962 !37-8117

　このコーナーは、皆さんの生涯学習情報の交

換のお手伝いをしています。内容に関するお問

い合わせは、直接、代表者か連絡先まで。

新規会員を募集します

《伊豆ウィンドアンサンブル》

代表者　山崎賢治　☎090-5458-5607
活動場所　生涯学習センター池会館、八幡野コ

ミュニティセンター

活動日時　毎週火曜日19時〜21時

会　費　月2,000円（学生は300円）

会員数　男性10人、女性21人

内　容　音楽が好きな10代〜50代のメンバー

が集まって活動している吹奏楽団です。毎年、

伊豆高原桜まつり、市芸術祭に参加していま

す。わたし達と一緒に音楽を楽しみませんか。

活動の様子を気軽に見にいらしてください。

《放送大学21年度第１学期生募集》

　放送大学は、テレビなどの放送を利用して授

業を行う通信制の大学です。心理学、福祉、経

済、歴史、文学、自然科学など、幅広い分野を

学ぶことができます。

　21年度の第１学期生（４月入学）を２月28

日㈯まで募集しています。資料は無料で差し上

げています。詳しい内容や資料請求は、電話ま

たははがきで下記までどうぞ。ホームページで

も受け付けをしています。

〒411−0035

　三島市大宮町１-８-38

　☎055-989-1253
　"055-983-0363
資料請求フリーダイヤル

　☎0120-864-600
ホームページアドレス

　http://www.u-air.ac.jp 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生涯学習課からのお知らせ

　このコーナーは、各種団体・サークルの新規

会員の募集や活動状況の紹介などの情報を掲載

しています。掲載を希望する人は、生涯学習課

「ワクワク伝言板係」までご連絡ください。

※内容によっては掲載できない場合があります。

１１ 
日 2

　同報無線放送は、メールマガジンとして配信して

います。登録をすると、放送の内容を携帯電話やパ

ソコンに受信することができます。

itomail.douhou@mpme.jpのアドレスに空メール

（件名と本文がないメール）を送ると、登録手続き

のメールが返信されます。同報無線放送の内容を即

時に文章で確認できるメールマガジンを、ぜひ登録

してご利用ください。

t企画政策課　☎32-1062

同報無線放送を 
メールマガジンで配信しています 

広報いとう 18



湯伊東のできごと 
のまち 湯伊東のできごと 
のまち 

Vol.58
Beautifu

l

Mind
Beautifu

l

Mind Vol.58

ビューティフルマインドは、市内に住む若い人
を紹介するコーナーです。お問い合わせは企画
政策課（☎32-1062）まで。

芸術家の 

たち 
卵 芸術家の 

たち 
卵 

中島妙子さん
（吉田）

・お仕事は何をしていますか

　伊豆シャボテン公園で動物のトレーナーをしていま

す。福岡から伊東に来て働いて、５年になります。一

番の仕事は、チンパンジーのピンキーとのショーです。

・このお仕事を選んだきっかけは何ですか

　小さいころ、父親が好きだった動物番組を一緒に見

ているうちに、動物が好きになりました。動物の専門

学校にいる時、動物園で動物とトレーナーの人が楽し

そうにショーをしているのを見て、興味を持ちました。

・実際にこのお仕事をしてみて、どうですか

　動物に芸や技を教えるのは大変です。でも、根気を

持って教えていくと、だんだんわかってくれて、信頼

関係ができます。そうしてできたショーをお客さまに

楽しんでもらえた時、とてもうれしいです。

・休日はどのように過ごしていますか

　やっぱり動物が大好きですので、動物の本を読んだ

り、テレビ番組を見たりしています。もう少し余裕が

できたら、ほかの動物園を見に行ってみたいです。

・将来に向けた考えを聞かせてください

　良きパートナーのピンキーと、これからも楽しいシ

ョーをしていきたいです。最近、鳥のショーにも挑戦

しています。いろいろな動物の魅力や、トレーナーと

いう仕事の楽しさを伝えていきたいです。

　環境の啓発広告として、地球温暖化をテーマにし
て描いた作品です。照りつける太陽と乾いた砂漠を
描いて、温暖化が進むことによってもたらされる暑
さや暗さを表現しました。このような砂漠にならな
いように、身近なことから環境問題に取り組んでい
くことが必要だと思います。 

第58回静岡県商業科実務競技会 
商業デザイン部門　出品作品 

堀内由幸さん 
伊東商業高校1年 

　消防団は、消防署と連携して、消防の任務に

当たっています。市内17個分団で506人の団員

が活躍しています。火災発生時は、多くの消防

団員が出動し、大きな消防戦力となっています。

◇冬期に夜警を行っています

　火災が多く発生する冬期に夜警を行っていま

す。12月26日㈮〜２月25日㈬の夜間、団員が

消防車や徒歩で各地域を回ります。

◇団員を募集しています

　団員は、地域の住民で構成されています。消

防団に入団して、自らの地域を自ら守るために

活躍しませんか。特に若い

力が求められています。

◇消防活動支援員の制度が

始まりました

　火災や災害の発生時に、

知識と技術を持った元消防

団員や元消防職員の皆さん

に後方支援をしていただき

ます。

t消防総務課　☎38-0197

たえこなかしま

火災などから市民を守る消防団

１秒でも早い 
消火のために 
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■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始12月１日㈪　8時30分〜
　　111日㈭・25日㈭$ 【鳥井明典弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥18時45分〜11時30分
　　116日㈫$ 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥18時45分〜11時30分

■税務相談　＊先着6人
� 9日㈫� 【竹上一雄税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113時〜15時
� 19日㈮� 【矢崎良夫税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113時〜15時

■登記の相談　＊先着6人
� 4日㈭� 【山本昌輝司法書士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥110時〜正午

■交通事故相談　＊要電話予約4人
� 1日㈪� 【県交通事故相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥110時〜15時
� 16日㈫� 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥112時30分〜14時10分

■人権相談
� 4日㈭� 【鈴木武子人権擁護委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113時〜15時

■行政相談
� 18日㈭� 【山本彰行政相談委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113時〜15時

■行政手続きと表示登記相談（表示登記・土地測量・隣地境界）
� 10日㈬� 【行政書士・土地家屋調査士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥110時〜正午

■警察の出張相談
� 10日㈬� 【警察署相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113時〜15時

■暴力追放相談
� 24日㈬� 【㈶県暴力追放運動推進センター】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥110時〜15時

■消費生活苦情相談
　　毎週月曜日　�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113時〜15時

■市民相談
　　月〜金曜日　祝日除く【市相談担当】�‥‥‥‥‥1８時30分〜正午・13時〜17時

■教育相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1UK市役所５階509号室　☎37-7476
　　月〜金曜日　祝日除く　9時〜16時30分

■家庭児童相談
� ‥‥‥1U子育て健康課　☎32-1582・家庭児童相談室　☎37-9667
　　月〜金曜日　祝日除く　10時〜16時1＊要予約1K中央児童館「はばたき」２階

■女性相談�＊月水金は、女性相談員が対応‥‥‥‥1U社会福祉課　☎32-1535
　　月〜金曜日　祝日除く　9時〜16時　K市役所低層棟１階社会福祉課

■心配ごと相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分〜16時

■住まいづくり相談　＊要予約�‥‥‥‥‥‥‥‥1U都市計画課　☎32-1781
　　毎月第２水曜日　10時〜正午　K市役所３階会議室

■こころの相談�＊要予約‥1U熱海健康福祉センター　保健福祉課　☎82-9117
　　25日㈭　14時30分〜16時　K市役所高層棟４階小会議室

■年金相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎32-1625
� 2日㈫�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室
� 9日㈫�10時〜14時30分　【杉村労務管理事務所】　市役所５階中会議室
� 17日㈬�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　伊東商工会議所
� 24日㈬�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター11☎32-1361 各種相談

■健康相談　＊要予約　☎32-1583
　　2日㈫・24日㈬　9時〜15時30分　市役所４階子育て健康課

ほけんコーナー　T子育て健康課　☎32-1582〜1584

急病になったら
●夜間（毎日午後７時〜午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時〜午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時〜午後５時）は………各当直医へL※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　T社会福祉課　☎32-1533

� 5日㈮� 13時30分〜15時� 保健福祉センター
�15日㈪� 10時〜16時� 保健福祉センター
�16日㈫� 10時〜16時� 八幡野コミュニティセンター

11日㈭　９時〜９時30分

場所：市役所駐車場　 

飼えなくなった犬･ねこの引取り
t環境課　d32-1374

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d32-1531

※身分証明書をお持ちください。

Ｈ19. 5月生まれ

Ｈ18.11月生まれ

Ｈ17.11月生まれ

17日㈬　13:00〜14:00

 4日㈭　 9:15〜10:30

10日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

対　　象 受　付　日　時 会　場

保健福祉
センター

30日㈫　９時30分〜11時30分
　　　　12時30分〜16時
　　　　伊東ショッピングプラザデュオ



日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

みんなのこよみ 市役所へのお問い合わせ 

広 報いとう 

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 赤口 

先勝 友引 先負 仏滅 

大雪

冬至 クリスマス

大晦日

TEL.0557-36-0111

FAX.0557-36-1104

平成20年 
（2008年） 12月 （師 走） し わ す  

当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。 
■当直医の情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

地域防災の日

ns高野医院� d38-2111

g木村整形外科クリニック�d32-0600

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談
住まいづくり相談

登記の相談
人権相談

n長谷川胃腸科内科医院�d36-2851

g月出整形外科医院�d35-0109

sむらかみ小児科クリニック�d52-4710

税務相談
年金相談

年金相談交通事故相談

年金相談

ns山本医院� d47-5566

g田島医院� d47-0010

とっておき冬花火大会
冬のよさこいソーズラ祭り

法律相談
交通事故相談 行政相談 税務相談

法律相談
飼えなくなった犬・ねこの引取り

nsはぁとふる内科泌尿器科
　　　　　　　　伊豆高原�d53-5000

gこむろ医院� d45-3967 h石井歯科医院� d36-4141 hエトワール歯科クリニック�d36-2825

暴力追放相談
年金相談

n伊東胃腸科クリニック�d37-9255

g阿部脳神経外科医院�d36-9113

s日吉医院� d37-0763

h小林歯科医院� d37-6661

　天皇誕生日

nかとう内科・皮フ科クリニック�d32-2535

g宇佐美整形外科医院�d47-2737

年末の交通安全県民運動
　　　　　　　　　（〜31）

法律相談
広報いとう１月号配布予定日

官庁仕事納め

伊東温泉競輪　　ＦⅡ　5〜7　　ＦⅡ　21〜23
場 外 開 催　　立川ＦⅠ　3〜4　　立川併売　5　全日本選抜併売　6〜7
　　　　　　　　全日本選抜　8〜9　　松山ＦⅠ　11〜13　　佐世保記念　14〜17
　　　　　　　　岐阜記念　18〜20　　岐阜併売　21　　防府併売　23
　　　　　　　　防府記念　24〜26
　　　　　　　　平塚ＦⅠ等　28〜30（ＹＧ28、ＳＳ29、ＧＰ30）

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎36-0120



市役所へのご連絡は

TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページpphttp://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  seisaku@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

日時：12月17日㈬

　昼間の部　13時30分〜15時30分

　夜間の部　18時30分〜20時30分

会場：観光会館別館

対象：市内在住・在勤の方

内容：ガーデニングの講義と体験学習

参加費：1,000円

定員：各コース60人（応募多数時抽選）

申込：往復はがきに住所、氏名、年齢、

電話番号、質問事項を記入し下記へ

宛先：〒414-0024　和田１-16-１　

振興公社「ガーデニング教室」係

締切：12月10日㈬必着

t振興公社　d37-7135

　毎年12月１日〜25日を、「ＮＨＫ海

外たすけあい月間」としております。

　日本赤十字社とＮＨＫの共催で、郵便

局、表示のある金融機関、漁協、農協な

どを通じ救援金を募集しています。

　救援金は、地域紛争の犠牲者への支援、

地震などの不測の緊急事態に対する救援

や、開発途上国における保健衛生環境改

善事業などに利用されます。

　皆様のご協力をお願いします。

※戸別訪問は行っておりません。

t社会福祉課　d32-1531

　人権尊重思想の普及高揚のための啓発

キャンペーン運動を行います。

★人権啓発キャンペーン

日時：12月５日㈮　14時〜

会場：伊東ショッピングプラザデュオ

　富士見ゲート、天城ゲート

★人権相談

日時：12月４日㈭　13時〜15時

会場：市民サービスセンター相談室

担当：人権擁護委員

★人権擁護委員を紹介します。お気軽に

ご相談ください。

　鳥井　明典さん、原　久米雄さん

　松本　孝さん、山下　優さん

　鈴木　武子さん、萩原　節子さん

　安井　宏之さん

t市民サービスセンター　d32-1361

期間：12月15日㈪〜31日㈬

〔運動の重点〕

・夕暮れ時から夜間の交通事故防止（ト

ワイライト作戦の推進）

・飲酒運転の根絶

〔伊東市の重点事項〕

・歩行者の交通事故防止

t生活防災課　d32-1361

日時：12月20日㈯　14時〜15時

会場：生涯学習センター中央会館　３階

視聴覚室

対象：幼児から大人まで

定員：120人程度（入場無料、申込不要）

プログラム

★大型紙芝居「あひるのおうさま」

★語り「コッケモーモー！」

★合唱「お馬の湯」

★大型絵本「ぴっけやまのおならくらべ」

★フランネル・フラン「おむすびころりん」

※満車時、図書館第二駐車場（シニアプ

ラザ桜木の隣）へ。

※来場者には、伊東むかしばなしシリー

ズ35「吉田用水物語」を差し上げます。

t伊東図書館　d36-7433

静岡県最低賃金：時間額711円

効力発生日：平成20年10月26日から

　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づ

き国が賃金の最低限度を定め、使用者は、

その最低賃金額以上の賃金を支払わなけ

ればならないとする制度です。

「静岡県最低賃金」は、静岡県内の事業

場で働くすべての労働者（パート・アル

バイト等含む）及びその使用者に適用さ

れます。特定の産業には、産業別最低賃

金が適用されます。

t静岡労働局賃金室　d054-254-6315

●市民体育センター

日時：１月19日〜３月９日毎週月曜日

　計８回　10時〜11時40分

定員：100人（応募多数時抽選）

●宇佐美コミュニティセンター

日時：１月９日〜３月６日毎週金曜日

　計８回（２/６休）10時〜11時30分

定員：30人（応募多数時抽選）

●富戸コミュニティセンター

日時：１月７日〜３月25日毎週水曜日

計８回（１/28、２/11・25、３

/18休）　10時〜11時30分

定員：30人（応募多数時抽選）

〜共通事項〜

対象：市内在住・在勤の方

参加費：1,200円（傷害保険料等）

申込：往復はがきに住所、氏名、年齢、

電話番号、希望の会場を記入し下記へ

宛先：〒414-0045　玖須美元和田

716-115　市民体育センター「ウェル

ネス教室」係

締切：12月19日㈮必着

t振興公社　d37-7135

ガーデニング教室参加者募集

ＮＨＫ海外たすけあいに
ご協力を

身近な人権相談
第60回人権週間L12／４〜10

年末の交通安全県民運動
〜安全は　自ら　　　　　　
　　　うちから　地域から〜

いとうとしょかん
ふゆのおはなし会

静岡県最低賃金改正

ウェルネス教室参加者募集



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

◆主要生活物資の物価指数◆

伊東市の10月の主要生活物資の物価指数は104.4

で、昨年の同時期に比べ0.5増加しています。

t生活防災課　e32-1361

◆人口と世帯数◆

人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

(   )

(   )

(   )

(   )

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

74,518

35,025

39,493

34,363

+6

+7

-1

+52

+2

-2

+4

+1

547

159

388

289

外国人登録
人　口

11／１現在
（　）は前月比

◆「12月の納税」納期限は12月25日㈭◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

◆市税・国保税納税相談会◆

休日：12月７日㈰　８時30分〜17時

夜間：12月18日㈭・19日㈮　17時30分〜19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d32-1291

◆市水道の平日・夜間・休日の修理◆

　水道本管、一般家庭の水道メーターまでの漏水修理を行い

ます。

　なお、個人所有管や宅地内漏水は、有料で修理をお受けし

ます。（夜９時以降は料金が割り増しされます。）

※排水などのトラブルは、水道工事店に直接依頼してください。

　農業者の代表である農業委員を選ぶた

めの選挙人名簿は、１月１日を基準に作

られます。

申請方法：申請用紙に必要事項を記入し、

21年１月９日㈮までに、農業委員会事

務局（市役所４階）へ提出してくださ

い。

※申請用紙は、選挙管理委員会事務局

（市役所６階）にあります。

t選挙管理委員会　d32-1233

　伊東駅及び宇佐美駅前、宇佐美駅西口

駐輪場に長期間放置されていた自転車、

バイクを都市計画課で12月末日まで保管

しています。お心あたりのある方は、ご

連絡ください。

t都市計画課　d32-1781

　放置艇対策を進めている伊東港で、今

後１年間、2.5ｍ幅の係留施設に余裕が

出た場合に利用を希望する方を、利用待

機者として募集します。

対象：下記の要件に該当するプレジャー

ボート所有者

　・伊東市に住民票を有すること

　・小型船舶操縦士免許を有すること

　・船舶形態が㈰〜㈫の規格に合うこと

　　㈰艇長が７.５ｍ以下

　　㈪船幅が１.７ｍ以下

　　㈫モーターボートまたは漁船型の船

　　　舶

募集人数：若干名（順番は、抽選で決定）

使用料：1,700円（艇長１ｍ当たり月額）

申込期間：12月１日㈪〜12日㈮

t熱海土木事務所　d82-9165

　経済産業省では、製造業の事業所を対

象に、12月31日を調査期日として工業

統計調査を実施します。

　この調査は、製造業の実態を明らかに

するものです。

　調査結果は、国や都道府県が工業関係

のさまざまな計画や施策などを企画・立

案する上で、重要な指標として利用され

ます。

　調査票に記入していただいた内容につ

いては、統計法に基づき秘密が厳守され、

統計以外の目的で使用することはありま

せん。

　調査の実施に当たっては、本年12月か

ら来年１月にかけて、調査員がお伺いし

ますので、皆様のご協力をお願いします。

t庶務課　d32-1232

　この調査は、住生活基本法に基づく住

生活の安定・向上に係る総合的な施策を

推進する上で必要となる基礎資料を得る

ために、国土交通省が５年ごとに実施す

るものです。

基準日：12月１日㈪

対象：平成20年住宅・土地統計調査の

対象となる世帯から抽出した普通世帯

方法：11月24日から12月７日までの間、

統計調査員証を持った調査員が世帯を

訪問し、調査表を配布・回収します。

主な調査項目：

⑴現在お住まいの住宅及びそのまわり

の環境の評価について

⑵最近の居住状況の変化について

⑶住宅の住み替え・改善の意向・計画

について

※調査をお願いする皆様には、お手数を

おかけしますが、ご協力をお願いしま

す。

t都市計画課　d32-1781

水道のトラブルは伊東市修繕センターへ
　　（直通電話）d３６−２０１０

農業委員会選挙人名簿
登　録　申　請

放置車両の保管について

プレジャーボート係留施設の
利用待機者募集

平成20年L工業統計調査平成20年L住生活総合調査

固定資産税3期・国民健康保険税6期 
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「広報いとう」へご意見をお寄せください。

〒414-8555　伊東市大原２-１-１

企画政策課　☎32-1062
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編・集・後・記
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11
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、
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人
、
三
年
生
８
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大
所
帯
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す
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導
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る
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活
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す
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取
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と
に
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く
、
描
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こ
と
が
大
好
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部
員
揃
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で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
顧
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の
ご
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の
も
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、
精
一
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取
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ん
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と
思
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ま
す
。

　
　
　
　
　
　
部
長
　
目
羅
　
あ
ゆ
み

門野中学校　美術部 

きまりを守り、
　　　良い風習を育てましょう

伊東市民憲章 

　町内会・自治会では、地震・風水害等の災害に備
えての自主防災活動や、青少年の健全育成、交通安全、
環境美化運動、住民同士の交流を深めるための活動
等を行っています。 
　町内会・自治会に加入して交流を深め、地域の輪
を作りましょう。 

―町内会・自治会は地域の輪―

　表紙で紹介した川奈の秋まつり、初めて見に行きました。

万灯を振る、迫力ある様子を見てみたいと思ったのが、

きっかけでした。実際に行ってみたら、万灯の迫力を楽

しめたことに加え、神輿、山車、シャギリによってつく

り出されたまつりの雰囲気も心地よく楽しめました。ま

つりを通じて、子どもから大人まで町内の人たちみんな

が一体になって、地域全体が１つの大家族のように感じ

ました。それぞれの地域で、昔から受け継がれてきたま

つりがこれからも続いていって、地域のつながりが保た

れていくことを願っています。      (matsu)

　自分たちの「ふるさと」を、25秒という限られた時間

の中でアピールする「しずおかふるさとＣＭ大賞」の作

品づくりに、取り組んでいます。

“伊東らしさ”をどの視点からアピールするか、周りの

人たちとアイデアを出し合って作品づくりに熱を入れ、

今では、すっかりプロデューサー気分です。

　さて、目指すグランプリの受賞になりますか…　楽し

みです！      (mizu)

は な

長女

華奈ちゃん
（４歳）

は
じ
め
て
の
ブ
ド
ウ
狩
り

大
き
い
な
！

門脇賢人さん　しのぶさん（川奈）の

﹁
前
へ
！
﹂
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